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美
濃
名
森
村
の
地
訓
制
度

本
片
山
第
治
郎

地
制
制
度
は
徳
川
時
代
に
於
I
削
ん
口
仁
成
〈
各
地
に

一
旦
っ
て
行
は
れ
た
所
で
ゐ
る
が
、
大
抵
山
も

ω
は
明
治

的
初
年
地
租
改
正
め
頃
ま
で
に
出
閣
総

L
た
も
の
で
あ
っ

ロ
。
然
る
仁
長
川
町
脈
下
仁
必
て
は
今
、
現
ド
地
制
制
度

が

-M行
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
こ
ピ
は
・
廿
官

r詑
認
す
べ
き

事
柄
で
あ
る
。
ぞ
れ
に
つ
レ
一
し
は
、
割
払
は
阪
に
本
誌
鈴

一
一
十
二
審
ム
ハ
枕
及
び
二
十
一
一
谷
五
腕
に
於
て
之
を
論
じ

た
所
で
あ
る
。

右

ω長
野
廊
下
の
地
例
制
度
は
現
に
行
は
る
、
所
で

は
め
る
が
、
共
相
時
的
は
や
は

b
徳
川
附
代
に
存

L
、
盗

附
め
慣
行
が
、
多
少
の
磁
選
を
縦
一
工
、
向
現
在
に
歪
つ

τ存
制
せ
る
も

ω
仁
外
な
ら

ρ
。
然
る
に
私
が
滋
じ
辿

部
二
十
三
容

(
第
六
批

一
四
五
)

〈ヲ
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美

濃

名

称

村

山

地

割

制

度

(

体

六

抽

耕

一

四

六

)

一

O
二
六

ぺ
ん
ご
す
る
所
の
美
濃
岡
安
入
郡
名
森
村
大
・
げ
す
大
森
に
雑
草
及
び
肥
料
土
の
採
取
地
己

L
て
ゐ
た
が
、
後
に
は

於
り
る
地
制
制
度
は
、
そ
の
現
に
行
は
れ
つ
、
あ
る
駄
畑
ご
な
す
目
的
を
以

τ
こ
れ
を
閥
裂
し
始
め
、
明
治
二

に
於
て
は
長
野
勝
下
に
於
り
る
ご
同
様
で
あ
る
が
、
そ
一
十
一
年
頃
に
は
一
部
分
の
地
合
除
〈
の
外
は
大
抵
開
墾

の
起
源
が
明
治
三
十
五
年
頃
に
存
す
る
貼
に
於

τ、
長
一
さ
れ
た
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
c

而
も
猶
開
墾
の
徐
地
を

野
服
下
に
於
け
る
地
削
の
悩
行
よ
与
も
向
一
府
特
異
な
一
会
せ

L
時
代
に
は
別
に
問
題
も
起

ιす
、
自
由
に
開
墾

る
一
例
に
屈
す
る
も
の
ご
い

L
こ
正
が
出
来
る
。
一
す
る
ま
、
仁
放
任
し
て
ゐ
北
が
、
そ
の
除
地
を
存
せ
き

=

一

る

に

至

っ

て

不

平

を

唱

ふ

る

者

が

出

来

、

村

民

間

に

紛

地
削
り
行
は
れ
て
ゐ
る
地
方
は
持
斐
川
沿
岸
の
畑
地
一
転
を
生
じ
、
或
は
接
総
地
の
地
主
が
多
f
刺
盆
を
山
間
臨
剛

で
あ
る
。
明
治
七
年
地
税
改
正
賞
附
の
地
闘
に
よ
れ
一
す
る
は
不
嘗
な
h
'
t
し
、
或
は
村
民
間
に
ぬ
卒
に
耕
地

ば
・
-
』

ω地
方
は
恰
も
河
川
の
流
域
に
賞
り
し
も
の
、
一
を
分
配
す
べ

L
等
の
議
が
起
っ
た
。
こ
れ
に
謝
し
て
接

如
〈
で
あ
る
が
、
北
(
牧
水
勢
一
議
L
た
る
結
果
、
明
給
一
一
蹴
地
内
地
主
側
で
は
、
接
続
地
の
荒
地
を
丹
念
に
閲
盤

十
年
頃

ω地
闘
で
は
腕
に
河
原
ご
し
て
記
載
さ
れ
て

b

Jし
管
湿
し
た
粕
巣
、
前
の
河
原
が
袋
じ
て
畑
地
ご
な
る

る
o

然
L
、
も
ど
堤
外
の
低
地
で
あ
っ
た
か
ら
一
朝
山
↑
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
自
己
に
於

τ保

水
す
れ
ば
忽
も
浸
水
L
て
上
洗
よ
り
土
砂
を
抑
流
す
を
一
布
す
る
は
常
然
な
b
J」
し

τ相
謀
ら
す
、
明
治
=
一
十
三

免
れ

g
h
L
も
、
此
等
土
砂
が
自
然
に
雄
積

L
た
る
料
一
四
年
頃
に
至
ウ
て
こ
の
紛
議
凶
そ
の
頂
上
に
迷

t
た
c

川
市
、
河
原
正
は
い
ふ
も
の
、
大
な
る
砂
磯
よ
ム
リ
成
る
も
一
そ
こ
で
明
治
三
十
五
年
、
時
の
村
長
後
藤
議
太
郎
氏
は

の
に
あ
ら
宇
、
概
し
て
小
砂
で
出
来
上
h
z
l

自
然
雑
草
一
接
綴
地
地
主
に
謝
し
て
は
、
其
所
有
地
先
九
尺
を
延
長

な
ど
も
生
わ

τゐ
る
紋
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
関
一
し
て
其
者
の
耕
作
を
認
め
、
爾
徐
の
残
地
仁
謝

L
て
は

墾
す
る
こ
古
は
比
較
的
に
容
易
で
あ
っ
た
o

そ
札
で
村
之
を
匝
内
各
戸
に
割
常
℃
一
定
年
限
の
後
に
割
換
々
な

民
は
何
時
E
は
な
〈
之
を
利
用
す
る
に
至
h
、
始
め
は
す
こ
ど
、
し

τ、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
至
っ
た
も

雑

出
二
十
三
容
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-
』
れ
此
地
の
地
割
制
度
が
明
治
三
十
五
年
了
し
た
。
嘗
時
は
五
ヶ
年
を
以
て
期
限
Z
し
、
明
治
四

に

始

ま

れ

る

所

以

で

あ

る

。

十

一

年

一

月

に

二

回

目

の

割

換

を

な

し

た

が

、

共

後

期

ニ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
嘗

τそ
の
地
が
官
有
地
な
限
を
入
ヶ
年
に
改
め
、
大
正
四
年
ド
一
月
に
第
三
回
の

b
や
匝
有
地
な
h
ゃ
に
つ
い

τ土
地
所
有
艇
の
確
認
訴
割
換
が
行
は
れ
た
o

第
四
回
目
は
大
正
十
二
年
末
に
行

語
が
起
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
正
十
四
年
に
至
b
之
は
る
べ
き
筈
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
ご
な
(
以
て
今
日

を
国
有
則
産

t
L
τ
公
舗
に
整
鍬

L
、
改
め
て
金
会
千
に
及
ん
で
ゐ
品
。
ニ
れ
は
岡
地
が
上
流
改
修
事
業
的

J

遼

百
人
扮
九
回
嵐
扮
銭
を
以
て
之
を
村
仁
寅
波

τこ
己
、
行
に
件
。
、
婚
家
政
局
さ
る
べ
吉
関
係
仁
立
っ
て
ゐ
る

し
て
解
決
を
告
げ
た
o

を

ω地
域
は
衣
の
如
〈
で
あ

ω正
、
削
替
制
度
に
よ
る
弊
害
を
認
め
た
結
巣
、
賞
分

る

。

従

来

ω区
域
の
ま
、
仁

τ耕
作
を
戯
り
丹
、
め
る
次
第

一
一
且
ニ
一
番
地
申
ニ

E
巨
八
畝
(
道
路
政
一
畝
二
十
五
歩
を
陪
〈
)
で
あ
る
。

一
証
三
番
地
白
三
一
反
五
畝
二
十
歩
一
制
替
り
行
は
れ
て
ゐ
る
地
域
は
前
記
の
如
〈
約
一
町

一
五
六
二
番
地
由
ニ
ニ
瓦
大
畝
λ
4
2

一
五
反
歩
に
亘
っ
て
ゐ
る
が
、
大
館
桑
畑
で
あ
h
少
許
の

]
五
七
四
番
地
甲
二
一
民
歩

野
楽
畑
も
め
る
o

朋
泊
三
十
五
年
地
割
制
度
創
定
の
ご

一E
七
四
番
地
の
三
一
一
比
一
畝
二
十
三
歩
一

一
宜
七
四
番
地
白
凹
ニ
反
一
畝
十
三
品
一
言
、
土
地
は
現
住
各
戸
に
割

b
嘗
て
た
も
の
で
あ
る

一E
七
四
番
地
由
五
一
反
O
十

七

歩

一

が

、

其

後

も

同

様

で

あ

っ

て

騒

税

戸

数

割

を

納

む

る

者

骨

計

一

町

五

反

コ

一

畝

二

十

五

(

許

認

)

は

す

ぺ

為

替

期

に

於

て

分

配

に

奥

る

こ

E

=

一

一

が

出

来

る

o

故
に
新
仁
分
家
等
に
よ

b
一
戸
を
構
へ
た

名
森
村
の
糊
地
は
か
〈
の
如
く
に

L
て
明
治
三
十
五
一
る
者
、
新
来
住
者
の
如
き
も
、
奮
来
よ
b
の
各
戸
芭
同

年
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
年
四
月
二
十
人
日
に
じ
く
削
替
の
時
期
に
於
て
権
利
者
ご
な
る
も
の
で
あ

割
地
に
着
手
し
、
七
月
頃
に
至
っ
て
其
事
業
一
先
づ
完
品
。

εω
戸
数
は
明
治
四
十
一
年
並
に
大
正
四
年
の
雨

美
濃
名
森
村
目
地
割
制
度

雑

録

第
二
十
三
佳

(
第
六
腕
}
四
七
}

一C
ニ七

の
で
あ
る
。



車S

主主

サ
ミ
品
エ
ル
・
ベ
イ
リ

i

度
己
も
六
十
戸
な
b
し
ご
い
ふ
。

一
戸
蛍
-H
山
士
地
耐
刊
闘
は
五
十
歩
乃
至
一
向
歩
で
ゐ
る

が
、
こ
れ
は
土
地
の
肥
府
、
交
泌
的
悦
不
同
等
を
会
酌

L
、

山
民
地
仁
つ
い

1τ
は
一
戸
時
師
b
の
而
践
を
少
〈
し
、
然
ら

F
る
土
地
に
つ
い
て
は
而
桜
を
多
(
し

τ、
会
側
の
土

地
を
全
戸
数
に
和
賞
す
る
数
に
介
も
、
各
地
片
に
議
銚

を
附

L
、
阪
長
は
戸
小
中
ム
抗
〈
は
必
代
理
者
を
一
常
ド
自

せ
し
め
、
日
公
平
を
州
刑
す
る
た
め
、
先
づ
第
一
に
各
人
が

抽
鍛
す
べ
き
順
序
を
刷
に
よ
っ
て
定
め
‘
北
(
似
債
に
従

つ

τ右
側
替
地
悩
の
潜
枕
を
仙
節
制
せ

L
め
、
以

τ各
戸

の
受
(
る
土
地
を
決
定
す
る
的
方
怯
を
採
っ

τ賠
品
。

則
も
各
戸
的
受
〈
る
而
加
に
つ
い
て
は
泣
等
ゐ
る
も
、

W
H
際
の
牧
盆
に
於
一
ー
は
差
等
な
き
ゃ
う
分
似
せ
る
も
の

で
あ
っ

τ、
換
-
一
=
一
目
す
れ
ば
而
肢
の
大
小
に
よ
っ
て
所
得

を
φ
均
す
る
の
方
訟
を
採
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

か
の
良
忠
ニ
日
刊
の
土
地
を
組
合
せ
て
、
一
戸
常
h
の
而

肢
を
定
む
る
も
の
ご
は
大
に
腿
を
異
に
し

τゐ
品
。

土
地
以
同
一
例
(
名
品
科
材
布
)
で
あ
る
が
、
各
戸
は
無
料
一

貸
付
を
受
り
1
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
匝
仁
謝
[
τ
依

川
料
を
納
的
中
。
各
戸
持
分
の
譲
渡
は
衣
而
上
は
こ
れ

船
二
十
二
谷

(品
J
h
批

一
間
八
)

() 

〆、

を
認
め
て
居
な
い
。
土
地
合
小
作
に
附
す
る
者
も
ま
た

少
(
、
殆
ん
ど
自
作
で
ゐ
匂
O

而
も
削
枝
年
限
の
近
っ

く
仁
従
ひ
所
耐
抗
傘
耕
作
的
行
は
る
、
-
」
己
少
か
ら
す

ご
レ
・
品
。
こ
れ
は
地
削
制
度
仁
件
ふ
弊
害

ω
一
で
ゐ
ら

ζ
J
o
 以

上
は
名
一
米
村
仁
つ
い

τの
地
制
制
肢
で
あ
る
が
、

隣
村
林
郁
村
ド
お
い
w
f
も
十
間
五
町
歩
山
凶
羽
州
地
仁

、J
i

L

司
v
d
リ
川
山
川
町
可
!
?
J
T
ま
i

、
E
L
こ
ま
臼
斗

J
L
v
h
t
し
叫

V
J
A
N
E
-
4
t
d
J
t
t
l
ン
ー

地
・
己
無
料
地
ピ
の
二
利
別
が
あ
b
・
二
町
数
十
戸
に
よ

っ
て
分
削
耕
作
さ
れ

t
ゐ
る
ピ
レ
ム
ョ
』
ピ
で
め
る
。

(
附
可
」
有
山
刷
刊
に
つ
い
て
大
町
出
制
動
民
府
H

州
事
務
官
」
山
英
一
一
一

氏
、
名
山
い
川
耽
務
肌
官
川
水
品
川
引
太
郎
氏
.
大
制
柑
務
附
柄
引
瓜
氏
及
び

名
#
村
役
場
内

M
誌
を
訓
す
。


